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固

定

資

産

3月5日全市内停電
大
村
変
電
所
の

電
線
保
修
作
業

の
た
め
、
三
月

五
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
四
時

三
十
分
ま
で
全

市
内
の
停
電
を

符

い

宗

十

。

〈
九
電
大
村
営

業
所
》

空
廠
跡
で
爆
破

3
h
m
日
ま
で

《コ
ザ乃

所
得
税
の
確
定
申
告
は

一
一
月
十
五
日
ま
で
で
す

お
出
で
く
だ
さ
い
。

一
特
殊
を
事
情
の
た
め
一

週
鮮
の
た
い
方
で
申
告
の
一
時

に
税
金
の
納
付
が
で
き

必
要
あ
る
方
は
税
務
署
へ
一
た
い
方
は
、
そ

の
事
情
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。
一
よ
っ
て
徴
牧
猶
予
を
受
け

た
お
右
期
限
ま
で
納
税
↑
旬
。
之
と
も

で
き
ま
す
か
ら

を
済
ま
せ
た
い
と
き
は
一
期
限
内
に
税
務
署
ま
た
尺

利
子
税
、
延
滞
加
算
税
一
申
告
用
紙
在
ど

と
同
時

に

た
E
が
徴
牧
さ
れ
る
三
一
お
知
ら
せ
し
て
あ

る
日
時

、と
さ
た
り
非
常
に
不
利
一
場
所
で
係
員
r
H

御
相
談
く

に
た
め
ま

す

。

回

冗

3
い
。
(
諌
早
税
務
署
)

ま
で
。

た
お
、
=
一月
十
二
日
以
降

の
指
導
は
税
務
署
で
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
遇
知
日
に

受
甘
て
く
犯
さ
い
。

〈
税
務
課
γ

大村港埋立地を分譲御
希
望
の
方

至
急
申

込
を

大
村
市
西
本

町
大
村
港
埋

立
地
を
左
記

の
要
領
で
分

譲
し

て
お
め

ま
す
。

1
御
希
望
坪

数
を
分
譲
し

ま
す
。
円
低

し
五

O
坪
以

上
》2
希
望
個
所

は
、
只
今
は

申
込
順
に
優

先
し
ま
す
。

3
契
約
保
証
金
は
契
約

額

の
三
割
を
要
し
ま
す

4
梯
込
は
一
時
払
を
原

則
と
し
ま
す
が
御
希
望

等
を
芳
慮
心
上
分
割
納

入
の
方
法
も
致
し
ま
す

5
分
譲
事
務
は
市
役
所

財
務
d
管
理
係
で
取
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
針
譲
地
に
関
す

る
お
た
守
ね
は
、
直
接

あ
る
い

は
電
話
等
で
係

ま
で
お
問
合
せ
く
冗
き

円
財
務
課
ゾ

地

所

容

所

容

0
刷

所

羽

根

日

印

行

村

市

掛

川

対
代
一
一
所
得
税
の
確
定
申
告
と
そ
一
が
課
せ
ら
ま
す
。

発
嶋
村
一
一
醐
一
の
納
税
は
、
=
一月
十
五
日

一
税
務
署
で
は
各
納
税
者
宛

長

大

電

印

一

ま

で

で

す

。

一

日

割

を

設

け

て

相

談

に

応

一
期
限
内
に
申
告
が
左
い
さ
一
守
る
三
と
と
た
っ
て
い
ま

1
1
1
H一き
は
扶
養
控
除
、
不
具
者
干

の

で

、

誌

の

日
時
K

E
三
》
】
、
1
2
5
'
'
λ
ヒ
-a〓
一

控

除

、

社

会
保
険
料
お
よ一

日

岡

本

白

河

h
I
E
R
bど
仰

向

量

蓮

一

一

加

蓄

積

4
E
制
を
拘
置
京
一
揺
れ
M
M
W
臨

む

訪
問
開
設
各
地
区
で
指
導

ト

不

服

が

め

れ

同

審

査

請

求

ゃ

一

日

ね

諸

問

日

一

昭

和

三

十

一
年
分
所
得
税
一

A
3
月
2
、
8
日

ハ
桧
原

一

目

一

確

定

申

告

の
指
導
が
次
の

一
出
張
所
v

、
松
原
地
区

一

ば

か

り

で

た

く

無

申

告

力

一

一

引

一

昭

和

三

十

三

年

度
分
固
定
費
産
ハ
土
地
、

家
屋
、

償

却

資

産

》

の

価

一

一

日

程

で

実

施

さ

れ

ま
す

。
育
問

は

い

?
れ
も
午
前
九

一
算
税
を
課
せ
ら
れ
る
と
k
一

一

釦

…

格

止

決

定

し
た
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
一
さ
ま
り
ま
す
。
一
税
務
署
か
ら
通
知
を
受
け
一
時
三
!
?
分
か
ら
午
後
四
時

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
e

‘

一
ま
た
誠
実
主
・
申
告
を
し
た
一
た
方
、
あ
る
い
ほ
新
た
に

一

一

確

定
申
告
を
要
す
る
方
は

一

-

u

と
過
少
申
告
加
算
税
一

合
時
三
月
一
日
か
ら
一
左
お
固
定
資
産
課
税
台
帳
一

1011
1
1

1
1
1
1
1
1
11
11

1

一
も
れ
な
く
指
導
を
受
け
て

一

一

一

月

二

十

日

ま

で

一

に

登

録

さ

れ

売

価

格

界

一

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

ミ

診

断

一

く

だ

さ

い
。

A
場
所
大
村
市
役
所
税
一

服
の
場
合
は

、

三

月

一

日

一

一

た
お
不
明
の
点
は
、
税
務

務

課

。

一

か

ら

三
月
=-十
日
ま

で
の

一
一
じ
一

患

者

家

族

と

赤

ち

ゃ

ん

は

ぜ

ひ

一

課

ま

た

は
出
張
所
に
お
問

一
間
に
文
書
を
も
っ
て
審
査
一

一
核

一

一
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
一

一
;

一
結
核
患
者
家
族
一
れ
D
赤
ち
ゃ
ん
は
必
ヤ
受
一
ム
指
導
月
日
ハ
場
所
》
地

一き
ま
す
が

、
基
準
年
度
二
一

士ロ

一
並
び
に
一
般
乳
一
け
て
く
だ

さ

い

。

一

安

一

問

-

-

i

-

-

-

[
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一
昭
和
三
千
一
年
度
)

の
価

士

通

一
幼
児
に
対
し
結一

2
2
B
C
G接
種
は

ご

1
1
7

8

一

一

一

一色
2
月
7

8
目、

3
月

一格
を
措
置
い
た
土
地
、
ま
一

:
al
l
o
t

稜
予
防
接
種
お

一五

耳

の

予

定

。

一

t

2

2

一

一

一

一

、

、

日
日
ハ
末
町

一
た
は
家
屋
に
つ
い
て
は
地
一

よ
ぴ
健
康
診
断
を
実
施
し
一
ム
場
所

:
犬
村
保
健
所
三

一

一

一

一

丁

目

親

和

銀

行

大
村

一自

の
変
換
、
家
屋
の
改
築
一
ま
す
リ
特
に
咋
年
三
月
生

一

時
間
は
午
認
九
時
か
ら
一

一

一

一

一

支

居
隣
り
「
元
東
京
」

一ま

E
損
壊
、
そ

の
他
こ
一

I
l
l・1
1

11
1
1・
一
十
一
時
ま
，

u

一

一

一

一

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-一
一

一

て

大
村
、
西
大
府
、

一
れ
ら
に
類
す
る
特
別

の

事

一

一

期

日

一

種

類

一

一

料

金

一

鈴

出
、
一
浦
地
区

一
情
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
こ
い

ー
ー

口

[

|
げ
l
一
一
種
類
結
核

家

藤

一

般

一

?
3
・

1
1、
1

一
は
審
査
の
請
求
を
す
き
-
一
一
2
月
お

日一

ぷ
炉
げ
即
一
一

%
w
五
回
一
九
回
一

t
U
け
れ
松
山
強
一

U
1

一
、
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
?
御
一
「
ハ

い
瓦

防

防

い

=

B
C
G

一
O
同

二

五

回

一

竹

松
地
区

一注
意
く

π
λ
r務
課
)
一

一2
月
お

日一

B
C
G
接
種
一

一
氏
和
一

O
同

一一一
O
同
一
ム

3
同

8
日

〈
福
重
出
琵

一
「
ー
ー
し
1
1
1
1
1
1
二

接

撮

影

一

所

J

福
軍
噌
区

E
E
l
l
B
E
B
E
E
-
-
E
B
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Z
E
l
E
E
E
2
2
2
1
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E
E
E
E
E
E
E
E
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E
-
E
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-
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B
i
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-
-
B
E
-
-
E
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E
-
B
I
B
B
-
E
E
B
B
E
E
t
-
-
I
E
l
l
-
E
S
E
-

竹
松
部
陵
で

は
旧
安
廠
跡
。
大
村
空
港
整
地
作
業
の
た
め
、
二
月
十
八
日
か
ら
一
二
月
二
・
寸
日
時
?
で

の
問、

て
い
る
場
合
は
御
注
意
く

詑

さ

い

。

ハ

市

民
課
)

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
を
実
施
す
る

の
で
赤
旗
が
立

つ



⑨
+
へ
村
市
竹
桧
郷
一

O
O
一
宗
一
三
四
二
閏
八
畝
二
一
お
け
る
共
同
学
習
〔

P
T

一
の
一

一字

仔

松

、

回

一

畝

一

十

六

歩

一

人

〕

(

北

高

小

江
代
表
ぜ

六
歩

一

⑮

大

村

市

四

ノ

郷

宇
中
谷

一A
お
や
じ
仲
間
の
共
同
学

園
⑩
大
村
市
五
ノ
郷
字
猿
渡
一
六

O
六
の
二
、
田
一
畝
十
一
習

〔
土
曜
会
〕
ハ
北
松
小

国
民
健
康
保
険
料
徴
牧
の
一

A
入
札
加
入
空
試
金
・
入
一
一

一六
二
、
田
三
畝
二
十
八
一
一

歩

一
佐
々
代
表
J
A
新
し
い
家

た
め
差
押
え
た
不
動
産
を
一
札
金
額
の

百
分
乃
五
以
上
一
歩

一⑮
大
一
村
市
草
場
郷
字
江
良
一
族
関
係
を
め
ず
す
お
や
じ

次
の
と
お
め
公
売
し
ま
す
一

A
そ

の
他

・
費
地
公
売
に

一
⑪
大
村
市
四
ノ
郷
字
松
外

一七
O
五
の
一
、

回
七
畝
十一

心
立
場

ハ
島
原
代
表
ゾ

。
?
、
賞
受
希
望
者
は
、
一
つ

い
て
ほ
県
知
事
の
発
す
一
二
ハ
一
一
一、
回
コ一
畝
八
歩

了

妥

一

F
V

火
災

ο多
い
季
節

印
鑑
持
参
の
上
御
参
加
く

一
三
塁
又
適
格
証
明
書
を
有
一
⑬
大
付
市
四
ノ

郷

二

三一
⑫
大
付
市
一二
ノ
郷
字
杉

ω
一
部
曾
討

議

U
と
な
り
ま
し
た
。

だ
3
ぃ

。

一

す

る

者

吃

限
り
公
売
ぞ
許
一
コ
-字
柳
原
、
田
三
畝
十
四

一六
六
四
、
田
七
畝
十
七
歩一

色

ム
公
売
司
時
二
月
二
十

一可

す

る

。

一

歩

一⑮
大
村
市
宮
代
型
一
一
一一一

主

部

ハ

ガ
町
村
、
地
紋

ま

オ

ー

ト

バ

イ

、
電

七
日
午
後
二
時

一ム
公
売
物
件

一

⑬
史
村
市

7
輝
丘
一一
宇

一字
下
谷
、
司
六
畝
二
十

一
一建
、
協
同
組
合
、

全
国枝一

リ

熱
器
な
ど
分
普

A

A
公
売
場
一一所

大

村

市
伎
一
②
大
村
市
玖
島
明
字
推一
池
一
中
野
、
回
四
啓
て
す

一歩

一

関

、

学

2
5調
さ

き

あ

た
よ

っ
て
喜
一
乞

所

保

品

川

衛

生

課

一

谷

八

八

八

O
一
一、
回
一
反
一
⑬
大
村
市
五
ノ
郷
字
六
ケ

一

内
保
険
街
中七
課
ニ
主
題

地
方
自
治
そ
確
立

ま

燃
え
や
す

い
危
険

会

売

の

室

長

競一

一

彦

一

i

l
l

-

-

1

1

1

1

1

1

1

一
し
、
郷
土
振
興
ぞ
図
る
た

引

f
i
y、

M
m
M納
付

方

法

印

約

一刊

日

時

品

川

百

仁

一

成

人

教

育

振

興

大

曾

開

く

一

日

訓

話

吋」の
よ

引

mfト
ド
ド

一一
一一之

泊

半
年
高

、

一

3
月
8

・6日
諌
早
で
・
多
数
参
加
く
だ
さ
い
一
第
二
部
ペ
股
場
、

雪

組

、

人

'
Z川込
仁
一
れ
て

一
犬
村
市
玖
島
靖
二

O
三

字

一

一

協

河

川

組

合

、

学

校

唯

一

寸

の

関

他

ρ

一
ヨ
町
一半
、
畑

一
望
一
主
一
一
昭
如
コ
一十
一
年
度
成
人
教

一

ぃ

。

一

係

者
)

室

長

抗

い

EJ落
子
。

一

歩

一

市

振

興

穴

会

が

、

コ

一月
五
一内
容
共
の
と
お
り
。

一主
題

職

場

ιお
け
る
吋

7
ま
せ

ん
か
、
だ
び
た
び

苛
-Z一
昨
日
付
目
立
!
日
立
教
一
一
一
一
点
目
出
品
川

⑨
大
村
市
原
口
郷
字
尾
の
一
人
教
育
を
思
わ
せ
る
程
一
育
ペ
副
知
事
J

ム
新
し
一
雪
J

{

あ
り
ま
せ
ん
。

上
一

ο六
一

の
コ
一、
宅
地
一

重
要
な
分
野
を
し
め
て
一
い
郊
土
建
設
ミ
成
人

の
一君、

一

一

一

主

問団
・
・
成
人
。
共
同
学
習

三
れ
は
、
「
少
し
の
浸

十
四
坪
八
合
七
勺
一
お
る
の
応
、
婦
人
や
青
一
立
場
「
農
地
農
林
部
長
一

一

一

一

z
き
の
よ
う
憲
一
が
足
ら
な
い
か
ら

⑤
大
村
市
小
路
口
郷
字
庚
一
少
年
の
教
育
じ
比
ぺ
て
一

J
A
成
人
教
育
句
重
要
一

一

一

一
J

一
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し
て
育

て
て
い
け
ば
よ
で
す
。
も
う
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し
注
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申
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七
一
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一
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畑
六
一
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湯
内
?
一
性
(
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‘
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九
四
二
の
=
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研
究
会
が
閉
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一
企
成
入
学
授
に
学
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こ
成
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等
D
関
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ボ
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が
責
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歩
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一
れ
る
志
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、
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者
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崎
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代
表
J
A
「
学
校
一
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題
婦
人
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青
年
の
立
一
任
を
も
つ
こ
と
で
す
@
ま

⑦
大
村
市
原
口
郷
字
草
摘
一
は
も
ち
乃
ん
一
般
の
参

一開
設
講
座
一
と
生
霊
向
上
一
場
か
ら
宇
ヘ
母
子
)
扶
育
一
セ
…
燃
え
移
り
易
い
物
を
大

九
モ
四
の
二
・
畑
三
畝
十
一
加
を
お
す
す
め
し
ま
す

7
h
b農
a

口同
プ
&
社
会
学
一
を
ど

の
工、
7

v
孝

三
ぃ
一
の
返

t
に
お
か
左
い
こ
と

二

歩

一

出

席

希

望

者

は

二

月

二

十

一

綾

川

判

ん

γ
(南
高
口
之
一
け
ば
よ
い

か

、

、

一

で

す

。

③
大
付
市
竹
桧
郷
字
平
二
一
六
日
ま
で
市
教
委
社
会
教
一
津
代
表
ぷ
部
落
集
会
に
一
以
上
の
外
全
体
一
川
崎
g
J
己

資

始

奈

良

い

か

悪

い

--一

-iz-
-
.J7
1
L
T
く

だ

さ

一

一

画

、

ν
グ

判

ツ

エ

一

か

に

よ

っ

て

火

災

?

お

〈エ〉

2
月
幻
日
・
不
動
産
や
公
売
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今
次
ソ
連
引
場
者

に
封
し
て
職
業
援

護
の
暖
か
い
手
を

差
し
の
べ
て
く
だ

さ
い
今
占
抗
ソ
連
引
揚
者

は
鞍
犯
と
じ
て
最

も
苦
難
在
宅
活
を

最
も
畏
く
過
ご
し

て
来
た
方
で
す
。

同
胞
の
た
め
最
大

の
按
穫
を
均
一闘
い

い
た
し
費
す
、

〈
大
村
公
共

職
業
安
定
所
》

た

E
が
行
わ
れ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
市
教
委

枇
会
教
育
課

へ
お
問
合
せ

く
冗
さ
い
。

火

の

用

心

三
す
か
否
か
の
岐
れ
遺

児
左
り
ま
す
。

・次

に
大
事
な
こ
と
は
、

川
子
供
に
「
マ
ッ
チ
を
持

た
せ
る
な
」
と
い
う
之

主
で
す
。
子
供
の
火
遊

び
が
火
災

乃
原
肉
と
な

っち
凡毛
例
は
沢
山
あ
り

ま
す
。

子
供
は
好
奇
心
か
ら
え

遊
び
を
し
て
「
清
果
が

rう
な
る
が
二
乞
考
え

た
い
つ
ま
た
、
い
さ
さ

か
D
責
任
も
感
じ
て
い

在
い
h
ら
恐
し

い
諸
県

ぞ
引
唱
し
℃
い
ま
す。

父
足
民
子
決
ぅ
指
一
♂
心

関
心
ちに持

つ
ζ

大
沼
び

浸
活
対
に

ーせ
な
・
ρ
ユ

?と
?
す
。

同
ペ
災
F
防
ヒ
、
平
素
気

定
か
か

っ
て

い
る
洞
羽

は
ず
戸、
修
理

を
し
て
く

だ
ぎ
い
。
火
災
は
少
し

の
弱
点
か
ら
旭
き
て
い

ま
す
。
「
ア
‘
為

し
て
お

け
ば
よ

か
っ
た
」
L
今後

悔
す
る
主
り
、

4
T

迂
弁
九

煙
突
の
三
わ
れ
た
個
所

や
炊
事
場

九一一ヘ
可整
理
、

燃
え

易
い
焚
付
り
つ
置

き
場
所
在
ど
を
良
く
検

討
し
て、

今
す
「
良
い

方
法
を
講
じ
て
お
く
こ

主
が
肝
要
な
す
。

〈
大
桁
警
察
署
ぜ


